
　神さまから、たくさんのプレゼントをいた

だきました。多くの善意の人々を通して…。

たくさんのお恵みをいただいて、わたしたち

の「やさしい、おもいやりのこころ」が、だ

んだん大きくなっていきました。お祝いする

ためにお金がどのくらい必要なのかを考えま

した。250 万円と決めました。心配しました

が、実際には 500 万円以上の献金が集まり

ました。神さまのお望みはなんでしょう？
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みんなで囲もう、主の食卓…11・27
　今年は行橋小教区（行橋・豊津教会）が

創立して５０周年です。創立記念日の１１

月２７日が近づきました。お互いに声をかけ

あってみんなで神さまに感謝の祈りをささげ

ましょう。感謝のミサは１２時から松永司教

主司式で行われます。聖堂には入り切れない

ので、幼稚園のグランドにステージを作り、

祭壇を据えてミサをささげます。みんなで一

つになって祈りましょう。幼稚園の教会側の

２教室も使えます。

温かくしておきます

ので、どうぞご利用

ください。この教室

からもミサの様子は

見えますが、よくわ

かるようにモニター

テレビを置きます。

当日の天気が心配で

すが、どのような天

気でも、それが神さ

まからのプレゼントですので喜んでお受けし

ましょう。元気な方はグランドで祈りましょ

う。椅子を準備します。全席自由席！　行橋、

豊津以外からもたくさんの方がみえますの

で、信者の皆さんは、かたまらないで、ばら

ばらに散って、できるだけ知らない方といっ

しょに席につくようにいたしましょう。よろ

しくお願いします。

５０

今までの準備…
　記念日の感謝の集いについては、具体的に

は二年前から始まりました。まず「行橋小教

区創立５０周年を迎える祈り」をみなさんと

唱えることから始まりました。１１月２７日

からです。その前の１０月１８日にマザー・

テレサが列福されました。わたしの大好きな

アシジの聖者、フランシスコの影響を受けて

生き方を決めたマザー・テレサの取り次ぎを

祈ることを決めました。愛に満ちた共同体と

して成長することができますように…と。

　福者コルカタのマザー・テレサは５０周年

を準備するわたしたちのために、確かに神さ

まに必要な助けを取

り次いでくださいま

した。マザーを通し

ていただいた恵みは

数え上げることはで

きません。先日、講

演に来てくださった

千葉茂樹さん（映画

「マザー・テレサと

その世界」の監督）

が、いみじくも言っ

てくださいました。「この教会にはマザー・

テレサがいるよ！」とてもうれしかったです。

たくさんのプレゼント…
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　５０周年を準備するにあたって考えたこと
は…神さまの望むお祝いの仕方はどんなもの
だろうか…ということでした。特に主日（日
曜日）に聞く聖書の言葉に耳を傾けました。
そこに示されていることは一環していまし
た。神さまは、どんな人でも一人ひとりを大
切にしておられること。そして、そのように
わたしたちも互いを大切にすること。まだま
だ、いろんなたくさんのことがあるかも知れ
ませんが、このことが一番大切なのではない
かと思いました。
　創立記念日の祝い方の基本的な考えが決ま
りました。「みんな」で祝うこと。一人ひと
りが大切にされること。できることをするこ
と。それを基本に少しずつ、いろんな具体的
なことが決まっていきました。いくつかの例
を挙げると…。典礼（祈り）をこころのこもっ
たものにすること。そのために日曜日の典礼
を大切にしていくこと。当日のお祝い会では
すべてをメインテーブルにする。上席、末席
のないすべてが自由席であること。祝儀など
はいただかない。当日のミサ献金はすべて ,
助けを必要としている方々に送ること。必要
な諸経費のために無記名の自由献金を呼びか
けること…など、たくさんありましたが、す
べて、わたしたちが思っている以上の結果を
見ることができています。これらを見ると、
神さまが、そうしたいんだ！　なと思えてき
ます。わたしたちの小さな「仕事」の不足分
は神さまが有り余るほど補ってくださってい
ます。

え話です。賢いおとめは壺に油を用意してい
ました。この油はわたしたちの小さな愛の行
いを意味しています。それが、いざというと
きに役に立ちます。
　今週１３日の福音。「タラントン」のたと
え話です。「タラントン」はギリシャのお金
の単位で、１タラントンは６０００デナリオ。
１デナリオは一日働いて得られる賃金ですか
ら、１タラントンは約２０年分の給与に値し
ます。大金です。主人から１タラントン託さ
れた人は「主人を恐くて厳しい人」だと理解
していたので、そのお金を土の中に埋めて、
そのままにしておきました。一方、５タラン
トンと２タラントンを託された人たちは、そ
れを基に、さらに５タラントン、２タラント
ンをもうけて主人に返しました。この二人は
とてもほめられて、さらに多くの財産を託さ
れました。どこが違っていたのでしょう。主
人に対する理解の違いです。１タラントン託
された人は、主人を恐がっていました。あと
の二人はばく大な財産を託した主人の信頼に
気づいていました。その信頼に応えようとし
たのです。…わたしたちが神を信じ、信頼す
る前に、神の方がわたしたちを信じ、信頼し
てくださっているのです。わたしたちにとっ
て、神は恐い方ですか？
　さて、来週２０日の福音です。記念日の直
前の日曜日の神さまのメッセージは…。　「わ
たしの兄弟であるこの最も小さい者の一人に
したのは、わたしにしてくれたことなのであ
る」というイエスの言葉です。あの福者コル
カタのマザー・テレサの生き方を変えた言葉
です！　神さまはこの５０周年の機会に、一
生懸命わたしたちに呼びかけています。神さ
まの望みをわたしたちが実現してくれるよう
にと。神さまはわたしたちに期待しています。
神さまはわたしたちを信頼しています。
　こんなにたくさんの恵みをいただいている
わけは、ここにあると思っています。

神さまが、そうしたい…

いちばん驚くこと…
　驚くことがいっぱいありますが、いちばん
驚いていることがあります。それは、日曜日
に読まれる神さまの「み言葉」です。特に記
念日が近づいている最近の「み言葉」です。
　先週６日の福音。「十人のおとめ」のたと


